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 第Ⅰ部では、サラが自らの成功を通じて影響力を及ぼした、舞台上での表現を対象に論じている。虚構的存
在としての女優という職業の特殊性に、自己の特権的資質をからませ、それらのイメージが生む効果を駆使し
た上、より知的で創造的な制作の場を開拓し、ついに自己像を伝説化させえた彼女の戦略を仔細に分析する。
この自己実現への過程を丹念にたどる論者の努力を多とする。だだし、前提となる女優史関連の記述は簡略化
も可能であったろう。 
 第Ⅱ部では、様々な情報媒体や同時代人の証言、彼女をモデルにしたフィクション作品等を対象に、舞台芸
術の外側に生み出されたサラのイメージについて論じ、それらの複合的な作用のもとにサラ伝説が形成され継
承されてゆく過程を分析する。この種のイメージや言説には、女優自身の作為によるものと意図せざるものと
があり、両者相まって大きな広がりを見せている事実を提示するなど、興味深い考察が多々見出された。また、
サラ伝説が各時代の特性や作者の意識を反映しつつ、普遍的なテーマ性を持つことで、神話の様相を帯びてい
く事実を見事に証明してみせており、論者の主張を極めて説得的なものとなした。 
 結論部では、メディア多様化の今日的視点から、フェミニテの虚構をめぐる表現主体としてのサラをとらえ
直し、その虚構性を体現し成功をおさめ自己決定権を獲得するに至った事を、女性の属性に付与された負の概
念の逆転による自己実現の革新的な例であると評価する一方、メディアを介し自己イメージを商品化し、ステ
レオタイプ的女性像を強化させた点は批判している。その上で、このステレオタイプの強化と撹乱という両義
性こそが、女性アーティストとその表象をめぐって多様な評価や解釈がせめぎあう一種の磁場を形成し、今も
サラへの関心を維持させている要因になったと結論し、本論の射程の広がりと論者の力量の確かさを示しえた。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
